
（款）　 （項）　20社会教育費 （目）　10文化財保護費

◎保護整備の経費

【総合計画上の位置づけ】

【事業の目的】
対象

意図

効果

【事業の内容】
(1)

・

・
・

【事業費】

主な支出内訳
・

　分室土地賃借料 4,880
　文化財システム用パソコン賃借料 2,214
　発掘調査用機材賃借料 2,785

　庚申塔等整備業務委託料 175
　表土掘削業務委託料 0

　空中写真撮影業務委託料 273
　史跡等維持管理委託料 3,241

調査・整備事業
　文化財専門委員報酬　　10人
　市内遺跡発掘調査研究嘱託員等報酬　　2人
　出土品整理等嘱託員報酬　　1人

支出済額 翌年度繰越額 不用額
101,477 107,767 103,556 4,211

55教育費

調査・整備事業 【 文化財課 】

歴史を継承し、文化を創造するまち
歴史環境：豊かな歴史的遺産が大切に保全され、伝統的な文化が保存・継承されているまち

文化財の指定、指定文化財所有者への適正な管理に対する奨励金の交付、発掘調査によ
る埋蔵文化財の記録保存を行った。

発掘調査に伴い出土した遺物の整理を行い、適正かつ効率的な管理・保管を行った。

調査・整備事業

公有地化した史跡の維持管理を行った。

（単位：千円）

当初予算額 予算現額

市民等

文化財を後世に伝えるため保護及び保存し、その活用を図る。

有形・無形文化財、民俗文化財、記念物等の保護及び保存と埋蔵文化財を記録保存し、そ
の活用を図るため。

　出土品整理アルバイト賃金 5,679
1,320

360
4,510

　発掘調査員賃金 45,646

　市指定文化財管理奨励金 2,200
1,835　出土品整理調査員賃金

　確認調査壙掘削業務委託料 2,162

　出土遺物保存処理業務委託料 273
　史跡管理柵設置業務委託料 0

　出土品整理保管箱等発掘関係消耗品費 1,088
　埋蔵文化財緊急調査報告書印刷製本費 2,183

　分室清掃業務委託料 82

　出土品保管箱運搬業務委託料 234

　分室警備業務委託料 470
　発掘調査作業業務委託料 14,015
　花粉分析等業務委託料 357



・

主な特定財源
国県支出金 48,003



事務事業

№/名　称
事務事業 168 調査・整備事業

単　　　位

主管課 文化財課 関連課 鎌倉国宝館、世界遺産登録推進担当

分野名 歴史環境

目標
（目標値）
人口等の データ区分

データ 人　　　口
世　帯　数

運営資源 決算値

状　　　況 （国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）

人員配置数

人 件 費

協　働　の
パートナー

事務事業
運営経費

市民１人当
りの経費

対象者１人
当りの経費

　２０年度事務事業の変更点（新規・廃止・縮小した個別事業）/事業仕分けの視点による妥当性の評価

変更額（千円） 妥当性※

※妥当性の評価

① 必要性なし

② 民間

③ 国・県

④ 現行どおり(鎌倉市)

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 6件 6件 6件

実績値 7件 4件

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 280件 400件 600件

実績値 541件 661件

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 35件 35件 30件

実績値 21件 25件

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 300人 400人 400人

実績値 499人 461人

　　評価　　◎：目標を達成　　○：目標に向かって前進している　　△：横ばい　　×：後退している

　ベンチマーク（県内外自治体や民間団体との比較値）

団体名 横浜市 川崎市 横須賀市 平塚市 鎌倉市 藤沢市 小田原市
包蔵地数 2,378 576 475 298 454 364 275
土木工事届出・通知数 79 156 35 58 541 52 139
発掘調査届・通知数 15 10 6 11 43 25 20
保管箱累計 26,011 3,531 6,114 18,101 28,134 9,667 5,321

相模原市 三浦市 秦野市 厚木市 大和市 伊勢原市 海老名市 座間市
526 221 205 270 156 225 89 72
181 56 20 80 133 119 130 10
15 5 2 3 0 8 12 0

6,055 914 1,841 1,754 819 4,298 4,198 412
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22年度

22年度

30件

指　　標

22年度 最終年度（25年度）

478

153

1

綾瀬市

961

最終年度（25年度）

1,200人

98

0

4,8743,495

7 38

5
33

逗子市
142

南足柄市

11

400人

茅ヶ崎市
214
282

90件

文化財を保存し、活用を図る。

18件

1,800件

137,822千円

6件

備　　考

総事業費

92,905千円 

最終年度（25年度）

(国・県補助金)
≪186≫37,000
≪1102≫4,600
≪166≫6,035
≪1104≫368

（財）鎌倉風致保存会

109,992千円 

59,567千円

22年度 最終年度（25年度）

600件

◎

3.0人 3.0人

◎

28,492千円

121,038千円

評価

748円 688円 787円

■サービス部門

□支　援　部 門

×

27,830千円
3.0人

生涯-15 調査・整備事業

・各年4月1日

77,430世帯 76,536世帯 75,611世帯

ザイムス
コード及び
個別事業
名

○

176,484人

評価

評価

評価

法93・94条に基づく届出・
通知件数

指　　標

指定文化財の指定

市民協働事業参加延べ
人数

発掘調査件数

指　　標

２０年度

事業の変更点・変更理由

指　　標

１９年度 １８年度

175,902人

（財）鎌倉風致保存会

103,556千円 

個別事業名

132,048千円

44,412千円 

55,553千円 48,493千円

（財）鎌倉風致保存会

48,003千円 50,425千円 

28,133千円

175,051人



A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 有

A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 有

担当部名 部長名

Ａ

　埋蔵文化財出土資料の保管箱（テンバコ）の保管場所の確保をしなければならない。
  発掘調査の出土資料の整理や報告書の刊行の遅れを改善しなければならない。
  発掘調査体制を改善し、発掘調査員の処遇改善や発掘調査の実施開始時期の短縮を
図っていかなければならない。

生涯学習部 金　川　剛　文

一次評価（課長評価）

Ａ

今後の方向性
   発掘調査体制を改善し、整備していく必要がある。
   出土資料等の埋蔵文化財を保管・公開・活用できる施設等を確保する必要がある。

   発掘調査体制を見直し、発掘調査の速やかな着手と資料整理や報告書の刊行の遅れを改善できるよ
う人員の確保と体制の整備を行う必要がある。
   文化財の公開に向け資料を早期に整理し、保管場所・展示場所を確保していく必要がある。

課題・問題点

未解決の課
題・問題点

今後の方針
（対応・改善）

　埋蔵文化財の出土資料が保管箱（テンバコ）で約29,000箱あり、毎年約800～1,000箱
増加しているが、この保管箱（テンバコ）の保管場所の確保と整理を図っていかなければ
ならない。
　発掘調査の出土資料の整理や報告書の刊行の遅れを改善しなければならない。
　発掘調査体制を改善し、発掘調査員の処遇改善や発掘調査の実施開始時期の短縮を
図っていかなければならない。

（20年度事務事業を実施するうえでの課題・問題点は、どのようなことでしたか）

（課題・問題点についてどのような創意工夫、改善をしましたか。また、どのような成果がありましたか）

（20年度事務事業の取組において対応（解決）できなかったものはどのようなことですか）

　平成18年度から国庫補助を受け、継続事業として過去の発掘調査で出土した
資料の再整理を行っている。（平成20年度末現在累計3,139箱）

創意・工夫・課
題等の改善点
20年度の成果

創意・工夫・
課題等改善
状況

（上記対応できなかった課題・問題点について今後どのように対応（改善）していきますか）

平成21年度事務事業評価シート

二次評価（部長評価）

今後の方向性

担当課長氏名： 中　里　一　男

  調査員の確保（正規職員の採用を含む。）と処遇を改善し、発掘調査体制の改善を図る
ためにも、（仮称）鎌倉博物館の整備に向けた取り組みを進める。


